








山口県宇部保健所での 3 歳児健診の際,腎疾患の早期発見のために超音波検査と尿β2 一

ミクログロブリンの測定(ELISA)を行った。また問診や尿試験紙の検査項目を増すことに

よって,リスクの高い児を拾い上げることが可能か否かも検討した。1,536 名をスクリー

ニングし,手術を要する水腎症を 1 名発見した。尿β2 一ミクログロブリンが 1,000μg/l

以上の児は 4 名(0.26%)いた。幼児の腎疾患の早期発見には,問診は殆ど役に立たず,尿試

験紙法も不適当であることが分かった。


